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南雲岳彦

 一般社団法人スマートシティ・インスティテュート理事 兼 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング専務執行役員。三菱UFJ

フィナンシャル・グループおよび三菱UFJ銀行の執行役員経営情報統括部、経営企画部、財務企画部、リスク統括部、

米州統括部の各部⾧等を経て現職。国内外のスマートシティおよびデジタルガバメントに関するリサーチ・政策提言・戦

略アライアンス構築に従事。

 内閣府規制改革推進会議委員（デジタルガバメント、成⾧戦略、農林水産業）、内閣官房行政改革推進本部

EBPM推進委員会有識者、総務省電子政府推進員、世界経済フォーラム第四次産業革命日本センターフェロー、

産業技術総合研究所客員研究員、および複数の自治体のスマートシティ関連会議の委員・アドバイザーを兼任。

 京都大学経営管理大学院客員教授、タリン工科大学客員教授、東海大学客員教授、国際大学GLOCOM上席

客員研究員、ロイヤルメルボルン工科大学Senior Industrial Fellowを兼任。

 慶応義塾大学法学部卒、ジョージタウン大学経営管理学修士、ロンドン大学開発金融学修士、コロンビア大学フェ

ロープログラム修了
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今後のスマートシティの考え方～自然、機械、人間との共存共栄の3面をどう満たすか?

自然との
共存共栄

機械との
共存共栄

サステナブルシティの議論

• Planetary Boundary

• Ecological Footprint

• Circular Economy

• Carbon Neutral, etc.

デジタル・スマートシティの議論

• AI, IoT, Big Data, 5G…

• City OS & Architecture

• Interoperability

• Cyber Security, etc.

人間との
共存共栄

リバブルシティの議論

• Well-Being & Health

• Equity & Inclusion

• Digital Minimum

• LIveability, etc.

• 気候変動
• パンデミック
• プラスチック等

• 格差
• 差別
• 分断等

• アーキテクチャ
• データ
• ロボット等

https://weforum.ent.box.com/s/6smjb1lsaeatvbefdrfizb8s22f9qvbl を基に筆者作成

自然環境系リスク

テクノロジー系リスク

政治経済社会系リスク

世界経済フォーラム「グローバルリスク2020」
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デジタル国家モデルの類型から考える ～ 日本はどのモデルを参考にすべきか?

アングロサクソン・モデル（Digital Liberal Democracy)
アメリカ、カナダ、イギリス、アイルランド、オーストラリア、ニュージーランド
⇒ 資本力・技術力のある企業が価値提供によりデータを獲得し、利活用

ノルディック・モデル（Digital Social Democracy）
デンマーク、フィンランド、スウェーデン、ノルウェイ、アイスランド
⇒ 市民と政府の社会契約の下、社会全体のためにデータを利活用

コーポラティブ・モデル（Digital Corporatism）
オランダ、スイス、ドイツ、オーストリア、フランス等
⇒ 政策決定等について、政府と産業・企業・労働者間の有機的なパートナーシップを重視

チャイナ・モデル（Digital Authoritarianism）
⇒ 国家権力の行使により、国家がデータを獲得し、権威主義的に利活用

（その他に、ロシア・モデル、シンガポール・モデル等）
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幸福度 World Happiness Report 2020 18 13 16 11 12 8 2 1 7 5 4 3 6 9 17 23 62 61 94 31 82 54 84 52

生活の質 OECD Better Life Index 2020 10 14 16 4 2 12 5 9 8 1 3 6 7 17 15 18 25 30 n/a n/a n/a n/a n/a n/a

生活の質 CEOWORLD Countries with the Best Quality of Life 2019 13 17 24 18 4 9 1 3 14 10 7 2 6 5 8 26 12 33 65 28 49 61 58 67

繁栄度 Legatum Prosperity Index 2019 18 11 12 14 17 7 1 5 4 2 10 3 6 13 8 23 19 29 57 16 41 66 63 84

総合評価（アンケート調査） US News & World Report Best Countries Ranking 2020 7 6 n/a 2 5 11 13 14 8 10 n/a 1 9 18 4 12 3 20 15 16 32 26 41 45

SDGｓ総合指標 SDGs Index 2020 31 13 14 21 37 16 2 3 1 6 26 15 9 7 5 4 17 20 48 93 60 41 101 99

環境パフォーマンス Environmental Performance Index 2020 24 4 16 20 13 19 1 7 8 9 17 3 11 6 10 5 12 28 120 39 68 78 116 111

気候変動への対応 GermanWatch Climate Change Performance Index 2020 58 4 38 52 53 34 2 6 1 9 n/a 13 26 35 20 15 48 55 27 n/a 50 30 36 n/a

人材競争力 INSEAD Global Talent Competitiveness Index 2020 2 12 15 13 10 16 5 7 4 9 14 1 6 17 11 21 19 27 42 3 26 67 65 46

人材競争力 IMD World Talent Rankings 2019 12 24 18 13 16 17 2 8 3 6 7 1 9 4 11 25 35 33 42 10 22 43 41 49

教育機会 PISA World Ranking (Social Inclusion) 2018 44 34 11 9 38 12 7 3 6 1 4 13 27 n/a 46 32 31 22 66 42 57 71 70 61

学習到達度（読解力） PISA World Ranking (Mean in Reading) 2018 13 14 8 6 16 12 18 7 11 19 36 29 27 28 20 23 15 9 1 2 53 61 66 70

学習到達度（数学的リテラシー） PISA World Ranking (Mean in Mathematics) 2018 37 18 21 12 29 27 13 16 17 19 26 11 9 23 20 25 6 7 1 2 47 57 72 77

学習到達度（科学的リテラシー） PISA World Ranking (Mean in Science) 2018 18 14 22 8 17 12 25 6 19 27 35 23 15 28 16 24 5 7 1 2 48 53 70 77

男女格差 WEF Global Gender Gap Report 2020 53 21 7 19 44 6 14 3 4 2 1 18 38 34 10 15 121 108 106 54 104 75 85 16

経済格差 OECD Inocme Inequality Rate 2019 34 32 18 19 22 30 5 8 10 6 4 16 13 11 15 14 26 31 n/a n/a n/a n/a n/a n/a

医療の質とアクセス LANCET Healthcare Access and Quality Index 2016 29 23 11 14 5 16 17 6 8 2 1 7 3 13 18 20 12 25 48 22 84 76 138 124

平和度 Global Peace Index 2020 121 42 12 6 13 2 5 14 15 17 1 10 21 4 16 66 9 48 104 7 20 114 49 129

報道の自由度 Press Freedom Index 2019 48 33 15 18 21 7 5 2 3 1 14 6 4 16 13 32 67 41 117 151 123 136 124 134

経済的自由度 Index of Economic Freedom 2019 12 7 6 8 5 3 14 20 19 26 11 4 13 31 24 71 30 29 100 2 22 43 56 70

民主主義の度合い EIU Democracy Index 2019 25 14 6 7 9 4 7 5 3 1 2 10 11 16 13 20 24 23 153 75 43 68 64 54

一人あたり国内総生産 GDP（PPP) Per Capita 2017 13 26 6 24 21 32 16 25 20 11 14 9 15 18 19 27 28 36 79 4 47 74 99 115

国際競争力 IMD World Competitiveness Rankings 2020 10 19 12 8 18 22 2 13 6 7 21 3 4 16 17 32 34 23 20 1 27 29 40 45

国際競争力 WEF Global Competitiveness Index 2019 2 9 24 14 16 19 10 11 8 17 26 5 4 21 7 15 6 13 28 1 27 40 50 64

イノベーション度 WIPO Global Innovation Index 2020 3 4 15 17 23 26 6 7 2 20 21 1 5 19 9 12 16 10 14 8 33 44 85 50

イノベーション度 CTA Innovation Scorecard 2019 4 6 36 13 8 14 15 3 7 11 32 2 9 28 16 17 31 24 33 5 26 53 49 n/a

ビジネス環境 World Bank Doing Business 2020 6 8 24 23 14 1 4 20 10 9 26 36 42 27 22 32 29 5 31 2 12 21 73 95

デジタルライフ充実度 InterNations Digital Life Abroad 2019 7 19 20 5 12 4 6 2 8 11 n/a 14 10 26 55 36 54 41 64 3 25 46 56 60

デジタル競争力 IMD Digital Competitiveness Rankings 2020 1 13 20 12 15 22 3 10 4 9 23 6 7 17 18 24 27 8 16 2 26 39 56 57

デジタル・ビジネス環境 Tufts Univ. Ease of Doing Digital Dusiness 2019 1 2 17 9 6 12 7 10 11 4 n/a 8 3 15 14 18 5 24 39 13 36 33 41 34

デジタルガバメント度 UN e-Government Survey 2020 9 7 27 28 5 8 1 4 6 13 12 16 10 15 25 19 14 2 45 11 47 57 88 77

政府のAI導入準備度 Oxford Insight Government AI Readiness 2019 4 2 34 6 11 13 9 5 6 12 28 18 14 16 3 8 10 26 20 1 22 56 57 50

サイバーセキュリティ対応度 National Cyber Securiy Index 2019 29 14 28 37 33 41 8 7 38 32 56 15 9 n/a 10 6 30 69 74 11 16 59 105 82

サイバーセキュリティ対応度 ITU Global Cyber Security Index 2018 2 1 38 9 10 36 21 19 32 9 87 37 12 28 22 3 14 15 27 6 8 35 41 58

（注＊＊）世界のトップランク33都市にランクインした都市数 1位～10位 11位～50位 51位以下

社
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デジタル国家モデルの多面評価 ～ 日本はどの国のモデルを参考にすべきか?

（出所）上記出典に基づき、筆者作成。
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スマートシティの背景にある思想別ガバナンスモデルの比較

企業主導企業主導 政府主導政府主導コミュニティ主導コミュニティ主導モデル

原 理 競争力・効率性
（経済資本・売上）

協働・愛着・信頼
（社会資本・会費・売上）

強制力・公平性
（税金・補助金）

主目的 私益・自助
（Profit-Driven）

共益・共助
（Mission-Driven）

公益・公助
（Justice-Driven）

法人格 株式会社等 協同組合 政府機関等公益法人

統 治 一株一票 市民一人一票会員一人一票 社員一人一票

単 位 市場規模
（ボーダーレス）

職種別・地域別等
（顔の見える範囲）

行政単位
（国・自治体）

思 想 新自由主義
（アングロサクソン）

国家権威主義
（中国）

保守主義
（欧州大陸）

福祉国家
（北欧諸国）

短 所 経済格差・環境汚染 スケーラビリティ・階級的分離 硬直性・セクショナリズム

長 所 イノベーション 当事者意識 社会的包摂（・速度）
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神戸市のスマートシティは、どのようなモデルとすべきか?

Well-Being（しあわせ実感）の向上Well-Being（しあわせ実感）の向上

企業主導企業主導 政府・自治体主導政府・自治体主導コミュニティ主導コミュニティ主導
人・
社
会

デ
ジ
タ
ル

社
会

資
本

自
然

資
本

電子政府

電子認証
電子署名
電子調達
電子申請
電子投票
GovTech全般

交通・物流

自動運転・配送

混雑予想アプリ

車内感染ｱﾗｰﾄ

製造

コネクテッド・
インダストリー

スマートファクト
リー

金融・決済

キャッシュレス
（非接触型）

デジタル通貨

地域通貨

観光

免疫証明パス

混雑予想アプリ

体温センサー

農林水産

スマートアグリ

農業用ロボット

ドローン農業

医療・福祉

遠隔診断
電子処方箋
電子ｶﾙﾃ/PHR
AI診断
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ医療連携
eHealth

環境・資源

大気汚染センサー

下水センサー

分散発電・スマー
トグリッド

教育・文化

遠隔教育

療育支援アプリ

EduTech全般

防災・減災

防災センサー＆
アプリ

感染症情報アプ
リ＆アラート

企業によるデータ利活用 信託（情報銀行） プラットフォーム協同組合 オープンデータ or 国による管理

加工・複合（含. 匿名）データの売買・トレーディング（セカンダリーマーケット）

「○○○らしさ」（アイデンティティ・地域特性・歴史的経緯等）を踏まえ、重視する価値 （地域の社会契約）

イノベーション 雇用・収入 社会的包摂 安全・安心 行政効率政治参加教育・文化地産地消

• 新テクノロジー
• 新ビジネスモデル
• スタートアップ
• リビングラボ

• テレワーク
• 兼業・副業
• 産業・企業誘致
• リカーレント教育

• 自給自足率向上
• 地域産業育成
• 一次産業育成
• 商店街・商工会

• 高齢者、若者
• 障碍者、健常者
• 居住者、訪問者
• 外国人・留学生

• 児童・幼児保育
• 地域文化・伝統
• コミュニティ活動
• 文化財・環境保全

• 気候変動
• 感染症
• 地震・津波
• 犯罪・事故

• 地域の自治
• 若者の投票率
• オンライン投票
• オンライン議会

• ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｧｰｽﾄ
• ワンスオンリー
• ワンストップ
• 規制改革

健康

• 生活習慣病
• こころの健康
• 医療アクセス
• 食料アクセス

移動

• 公共交通
アクセス

• 渋滞問題
• ｲﾝﾌﾗ整備

地域分散型スマート
シティ（デジタル
田園都市構想等）

環境重視型の社会ｲﾝﾌﾗ
（再生可能エネルギー・
グリーンインフラ等）

ソーシャルディスタンス
確保可能な街・ｵﾌｨｽづくり
（ｳｫｰｶﾌﾞﾙｼﾃｨ、路上ﾃﾗｽ等）

自然環境と都市（人間社会）との関係・境界の見直しと
生態系の再定義

循環経済実現のための
地域単位（広域行政）

（地域循環共生圏ﾓﾃﾞﾙ等）

循環経済や植樹活動等を通じた自然環境・生態の回復活動
（Regeneration)

感染症対応に適した社会ｲﾝﾌﾗ
（検査、病院/病床、感染ｱﾗｰﾄ、

Medihotel、下水検査等）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻﾌﾟﾗｲ
ﾁｪｰﾝの見直し

（自給自足化）

規 制 改 革 ＋ 意 識 改 革

企業コンソーシアム
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Ranking
UN

World Happiness Report
IMD

Smart City Index
Easypark

Smart City Index
IESE

Cities in Motion Index

Focus Happiness Perception on Smart City Comprehensive Smart City Comprehensive

Year 2020 2020 2019 2020
1 Helsinki Singapore Oslo London

2 Aarhus Hensinki Bergen New York
3 Wellington Zurich Amsterdam Paris

4 Zurich Auckland Copenhagen Tokyo
5 Copenhagen Oslo Stockholm Reykjyavik

6 Bergen Copenhagen Montreal Copenhagen
7 Oslo Geneva Vienna Berlin

8 Tel Aviv Taipei City Odense Amsterdam
9 Stockholm Amsterdam Singapore Singapore

10 Brisbane New York Boston Hong Kong
11 San Jose Munich Zurich Zurich

12 Reykjavik Washington DC Trondheim Oslo
13 Toronto Dusseldolf Vasteras Chicago

14 Melbourne Brsibane Aalborg Stockholm
15 Perth London Ottawa Washington

16 Aukland Stockholm Washington DC Los Angeles
17 Christchurch Manchester Stavanger Sydney

18 Washington Sydney Los Angeles Vienna
19 Dallas Vancouver Helsinki Seoul

20 Sydney Melbourne Vancouver San Francisco
21 Houston Montreal Berlin Basel

22 Dublin Hamburg Toronto Helsinki
23 Boston Newcastle New York Wellington

24 Goteborg Bilbao Chicago Munich
25 Chicago Vienna Taipei Madrid

世界のスマートシティの各種ランキング（総合ランキング）

トップ10にはノルディック都市が目立つ。コーポラティスト都市もそれに続く。アングロサクソン都市は10位以下に多い。

Anglo-Saxson Countries Nordic Countries Continental European Countries Asian Countries Others
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バルセロナは、街と自然環境との関係の再定義・人と車との関係の再定義から着手

（出所）J. Bohigas, バルセロナ市、2020年1月20日付、「日本・バルセロナ・スマートシティフォーラム」に於ける講演資料

スーパーブロック導入後、車が除かれ、道路は市民の手に

バルセロナの全体像

スーパーブロック

以前の街中の風景
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（ご参考）パリを含む多くの都市が、Walkable Cityの導入を進め始めている

https://www.igrow.news/igrownews/paris-mayor-its-time-for-a-15-minute-city
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バルセロナのスマートシティは、IoTとWifi活用が特徴

（出所） シスコシステムズ合同会社 (2016), “スマートシティの事例”, ICT街づくり推進会議 スマートシティ検討ワーキンググループ（第1回）配布資料, 
http://www.soumu.go.jp/main_content/000447791.pdf. 
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バルセロナのスマートシティを支える基盤「City OS」

（出所）Hàbitat Urbà, Institut Municipal d’Informàtica, Direcció d’Innovació i Arquitectures TIC (2013), “Inside the City OS”, 
https://web.archive.org/web/20160325185623/http://ibarcelona.bcn.cat/sites/default/files/city_os_-_inside.pdf. 
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バルセロナ市 市民中心のスマートシティの考え方
「外から内へ」の経験を経て、「内から外へ」の順番でスマートシティを構築方向へシフト

（出所）J. Bohigas, バルセロナ市、2020年1月20日付、「日本・バルセロナ・スマートシティフォーラム」に於ける講演資料

①フランコ政権への反動、②ポスト・オリンピックの教訓、③国際金融危機からの復興を経て、新たなパラダイムへ。
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バルセロナ市 ～ 市民中心のスマートシティの考え方

（出所）J. Bohigas, バルセロナ市、2020年1月20日付、「日本・バルセロナ・スマートシティフォーラム」に於ける講演資料
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バルセロナ市におけるデータ利活用の理解 ～ データではなく、スマートに生きる知恵

（出所）”Barcelona Smart City: Tactical ICT Approach 2011-2019, Institut Municipal d’Informàtica
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バルセロナ市のスマートシティ政策は、スマートシチズンのためのテクノロジー活用

 なぜバルセロナは早くからスーパーブロック（また、広くスマートシティ）に着手したか
 1970年代までの独裁体制の転覆を経て、 「市民中心」の民主的理念が強く根付く
– バルセロナでは封建制と独裁制の下、市民を顧みない産業化・都市化が推し進められてきた
– 市民活動で活気あふれるストリートは自由の象徴であり、自動車の空間支配は、市民を黙殺・抑圧する

政治を想起させる存在
– ゆえに、自動車から街の主導権を取り戻し、市民にスペースを再分配することは、

バルセロナにとって前近代を超克するという社会的な意義を持つ

経済・企業利益至上主義のアングロサクソン的資本主義へのアンチテーゼ

 バルセロナのケースが示唆すること
スマート化とは、人々の幸福と福祉のために、限られた資源を効率的に使う工夫をすること
- 実現したい街のイメージや理念が先で、テクノロジーは手段
- インフラ刷新や税・補助金等は20世紀的発想へ。今後はアイディアとそれを具現化するICTが重要
- 土地や文化を活かした自治体レベルの街づくりが主流に
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エストニア（人口132万人）は、世界で最もデジタル・ガバメントが進んだ国の一つ

（出所） eGA (2019), 「e-エストニア」,三菱UFJリサーチ＆コンサルティング監訳; Brand Estonia

エストニアにおける行政サービスのデジタル化のあゆみ

 98％の処方箋がオンライン発行

 98％の国民がIDカードを所有

 95％の税務申告が電子申告

 44％の投票者がインターネットで投票

 デジタルIDと電子署名の活用によりGDPの2％を節約

e-Cabinet



20

エストニアのデジタル社会を支える三種の神器: デジタルID、電子署名、X-Roard

（出所） Kiirats (2019), “Secure ID for Digital Government Architecture”, eGA training materials.

X-Road

データ連携

ユーザー

インター

フェース

デジタルID

電子署名
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e-Health ～ 98％の処方箋がオンライン発行されている

ID番号z

ID番号z

ID番号z

ポータル上のサービス（抜粋）

医療データの閲覧
 予防接種
 歯科
 健康診断（画像含む）
 治療歴など

処方箋
医師の紹介状
通知
 予防接種
 定期健診など

（出所） eGA講義資料 Annela Kiirats “Secure ID for Digital Government Architecture”

医療ポータルサイト ログイン後画面
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（ご参考）アジアに広がるバーチャルホスピタル ～ タイの事例

【関連記事】

 日本経済新聞 （2020年6月5日）「新型コロナ禍、アジアに広がる「仮想病院」」

 日本経済新聞（2020年6月5日）「病院大手IHH社⾧「テクノロジーで医療を変革」」

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO60059170V00C20A6FFN000/

https://www.samitivejhospitals.com/samitivej-virtual-hospital/

https://healthmanagement.org/c/it/news/virtual-
hospital-app-becomes-reality

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO60054040V00C20A6FFE000/
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デジタルシチズン起業家の誘致（e-Residency） による人材確保＋産業育成

https://2019.egovconference.ee/slides/
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スタートアップエコシステム強化（起業家＋インキュベーター/アクセラレータ＋投資家）

https://www.startupestonia.ee/ https://latitude59.ee/

https://www.ttu.ee/projects/mektory-eng/mektory-center/

https://www.tehnopol.ee/en/startup-incubator/

https://telliskivi.cc/en/

https://www.lift99.co/
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税務メリット（低税率かつ簡素な手続き）も、エストニアのビジネスモデルの大切な要素

https://files.taxfoundation.org/20201009154525/2020-International-Tax-Competitiveness-Index.pdf
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サイバーセキュリティを重視（グローバル・サイバーセキュリティ・インデックス）

https://www.itu.int/dms_pub/itu-d/opb/str/D-STR-GCI.01-2018-PDF-E.pdf
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サイバーセキュリティを重視（NATOサイバー防衛センターを国内に設置）

• Membership of the Centre is open to all Allies, the Centre is also welcoming cooperation with like-minded Partners. Currently Belgium, Bulgaria, the Czech Republic, Denmark, 
Estonia, France, Germany, Greece, Hungary, Italy, Latvia, Lithuania, the Netherlands, Norway, Poland, Portugal, Romania, Slovakia, Spain, Turkey, the United Kingdom and the 
United States have signed on as Sponsoring Nations of the Centre. Austria, Finland and Sweden are part of the Centre as Contributing Participants – the status available for non-
NATO nations

https://ccdcoe.org/
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国際社会への展開の重要性 ～ NIISによるX-Roadの国際展開

https://x-road.global/xroad-world-map
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ブランディングの重要性 ～ e-Estonia Briefing Center

https://e-estonia.com/visit-us/
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エストニアは、デジタル戦略を整合的にパッケージ化している点で優れている

 デジタル化の目的の明確化が重要（安全保障 ⇒ 新たな国づくり ～ “データは国家なり”）

 国民にとって重要なペイン（税務申告）から着手し、順次、利便性を拡大する

 市民目線で民間サービスと行政サービスを統合的にデジタル化

 デジタルIDは強制導入 ＋ 信頼重視（透明性、トレーサビリティ、アカウンタビリティ等）

 デジタル起業家誘致（e-Residency） ＋ スタートアップ・エコシステム強化による産業育成

 デジタル化に加えて、税制面（安さ・シンプルさ）でも国際的な比較優位性を築く

 サイバーセキュリティを重視（NATOサイバー防衛センター、サイバーセキュリティ指数）

 国際展開とブランディングを重視（Data Embassy、e-Governance Academy、NIIS）
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感染症は都市化の代償 総合研究大学院大学⾧ ⾧谷川真理子氏

「都市で暮らすことには良いことと、コスト（代償）と両方ある。人間は一緒に集まっ
て共同作業をしたり、話をしたりする生き物だ。考えやアイデアを交換し、それが様々
な発想やイノベーションのもとにもなった。こうした営みは人類の発展に絶対に必要だ」

「一方、都市化の代償といえるのが感染症だ。定住化後に文明や都市が発達した
ことで、人類はコレラ、チフス、ペストなど感染症の問題をずっと抱えてきた。特に都市
に集まって一緒に住んでいる限り、そのリスクはつきまとう」

2020/9/12付日本経済新聞 朝刊から抜粋

「人類の祖先のホモ属が生まれて200万年、ホモ・サピエンスが進
化してから20万～30万年がたつ。100万人が住むような大都市
が出てきたのはせいぜい数百年にすぎない。生物の進化の⾧い時
間を考えると、新型コロナは最後の一瞬で起きたようなものだ」

「現在、世界人口の78億人のうち都市に住む人は50%を超
す。半分以上の人間が密集しており、人類史的にみて異常な状
況だ。それが当たり前になっているから、異常さに気づかないだけだ。
都市をつくることで大規模な自然破壊をしているのだが、そのこ
とも意識されていない」

（日経新聞社の許諾を得て転載）
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2019年の世界各地の異常気象

http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/r02/pdf/1_1.pdf
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アムステルダム市 Amsterdam Circular 2020-2025 Strategy

“Amsterdam wants to be a thriving and equitable city. In this city we want to ensure a good life 

for everyone within the Earth’s natural boundaries. We want to be a city in which prosperity 

and wellbeing for everyone come first. Therefore, we want to be a completely circular city by 

2050. This is good for the economy, for the environment and for the people of Amsterdam.”  -

Marieke van Doorninck Deputy Mayor for Spatial Development and Responsibility

City of Amsterdam (2020), Amsterdam Circular 2020-2025 Strategy, 
https://assets.amsterdam.nl/publish/pages/867635/amsterdam-circular-2020-2025_strategy.pdf
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地球環境の限界内に収まるかたちでの「人間中心主義」の実現が大切

https://en.wikipedia.org/wiki/Doughnut_(economic_model)を参考に筆者作成

地球は、「コモンズ」（共有地）と言う位置
付け。プラネタリーバウンダリー（地球環境
の限界）の範囲内に人間の社会経済活動を限
定するための具体的な行動変容が必要。

ドーナツ経済モデル

スマートシティ
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サーキュラーエコノミー:「大量生産・大量消費・大量廃棄」から循環型の経済モデルへ

https://www.ellenmacarthurfoundation.org/circular-economy/concept/infographic（和訳は筆者が追記）

生物的サイクル（再生可能） 技術的サイクル（枯渇性）

Minimise systematic leakage and negative externalities
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アムステルダム市のサーキューラー政策は具体的 ～ 建設業の例

http://icities4greengrowth.in/sites/default/files/casestudyfiles/2018-02/Report%20Circular%20Amsterdam.pdf#search='circular+amsterdam+pdf '
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ドーナツ経済モデルを通じた”Thriving City”（繁栄する都市）への変革

Doughnut Economics Action Lab (2020), The Amsterdam City Doughnut, https://www.kateraworth.com/wp/wp-content/uploads/2020/04/20200406-AMS-portrait-EN-Single-page-web-420x210mm.pdf
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アムステルダムは、いち早く地球環境との共存をスマートシティのデザインに追加・統合

 「狭義のデジタル化 ＝ スマートシティ」と限定せず、より本質的な課題を広い視野で考える

 いくらデジタル化を進めても、地球環境を壊してしまえば何もならない。地球環境の限界を知る

 右肩上がりの経済成⾧によらない、よりQoL重視の「繁栄」を市政の目標として設定・共有

 「グリーン x デジタル」というような先進的なイノベーションを視野に入れる（例:スマート・
サーキュラー）

 独自の政策をとること自体に、Civic Prideを醸成していくメカニズムを埋め込む
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何のためにスマートシティを目指すのか? ～ Society5.0の「人間中心主義」との関係は?

Well-Being（しあわせ実感）の向上Well-Being（しあわせ実感）の向上

企業主導企業主導 政府・自治体主導政府・自治体主導コミュニティ主導コミュニティ主導
人・
社
会

デ
ジ
タ
ル

社
会

資
本

自
然

資
本

電子政府

電子認証
電子署名
電子調達
電子申請
電子投票
GovTech全般

交通・物流

自動運転・配送

混雑予想アプリ

車内感染ｱﾗｰﾄ

製造

コネクテッド・
インダストリー

スマートファクト
リー

金融・決済

キャッシュレス
（非接触型）

デジタル通貨

地域通貨

観光

免疫証明パス

混雑予想アプリ

体温センサー

農林水産

スマートアグリ

農業用ロボット

ドローン農業

医療・福祉

遠隔診断
電子処方箋
電子ｶﾙﾃ/PHR
AI診断
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ医療連携
eHealth

環境・資源

大気汚染センサー

下水センサー

分散発電・スマー
トグリッド

教育・文化

遠隔教育

療育支援アプリ

EduTech全般

防災・減災

防災センサー＆
アプリ

感染症情報アプ
リ＆アラート

企業によるデータ利活用 信託（情報銀行） プラットフォーム協同組合 オープンデータ or 国による管理

加工・複合（含. 匿名）データの売買・トレーディング（セカンダリーマーケット）

「○○○らしさ」（アイデンティティ・地域特性・歴史的経緯等）を踏まえ、重視する価値 （地域の社会契約）

イノベーション 雇用・収入 社会的包摂 安全・安心 行政効率政治参加教育・文化地産地消

• 新テクノロジー
• 新ビジネスモデル
• スタートアップ
• リビングラボ

• テレワーク
• 兼業・副業
• 産業・企業誘致
• リカーレント教育

• 自給自足率向上
• 地域産業育成
• 一次産業育成
• 商店街・商工会

• 高齢者、若者
• 障碍者、健常者
• 居住者、訪問者
• 外国人・留学生

• 児童・幼児保育
• 地域文化・伝統
• コミュニティ活動
• 文化財・環境保全

• 気候変動
• 感染症
• 地震・津波
• 犯罪・事故

• 地域の自治
• 若者の投票率
• オンライン投票
• オンライン議会

• ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｧｰｽﾄ
• ワンスオンリー
• ワンストップ
• 規制改革

健康

• 生活習慣病
• こころの健康
• 医療アクセス
• 食料アクセス

移動

• 公共交通
アクセス

• 渋滞問題
• ｲﾝﾌﾗ整備

地域分散型スマート
シティ（デジタル
田園都市構想等）

環境重視型の社会ｲﾝﾌﾗ
（再生可能エネルギー・
グリーンインフラ等）

ソーシャルディスタンス
確保可能な街・ｵﾌｨｽづくり
（ｳｫｰｶﾌﾞﾙｼﾃｨ、路上ﾃﾗｽ等）

自然環境と都市（人間社会）との関係・境界の見直しと
生態系の再定義

循環経済実現のための
地域単位（広域行政）

（地域循環共生圏ﾓﾃﾞﾙ等）

循環経済や植樹活動等を通じた自然環境・生態の回復活動
（Regeneration)

感染症対応に適した社会ｲﾝﾌﾗ
（検査、病院/病床、感染ｱﾗｰﾄ、

Medihotel、下水検査等）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻﾌﾟﾗｲ
ﾁｪｰﾝの見直し

（自給自足化）

規 制 改 革 ＋ 意 識 改 革

企業コンソーシアム
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市民のWell-Being（幸福・健康）を主観データと客観データで可視化・数値化

Well-Being（しあわせ実感）の向上Well-Being（しあわせ実感）の向上

企業主導企業主導 政府・自治体主導政府・自治体主導コミュニティ主導コミュニティ主導
人・
社
会

デ
ジ
タ
ル

社
会

資
本

自
然

資
本

電子政府

電子認証
電子署名
電子調達
電子申請
電子投票
GovTech全般

交通・物流

自動運転・配送

混雑予想アプリ

車内感染ｱﾗｰﾄ

製造

コネクテッド・
インダストリー

スマートファクト
リー

金融・決済

キャッシュレス
（非接触型）

デジタル通貨

地域通貨

観光

免疫証明パス

混雑予想アプリ

体温センサー

農林水産

スマートアグリ

農業用ロボット

ドローン農業

医療・福祉

遠隔診断
電子処方箋
電子ｶﾙﾃ/PHR
AI診断
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ医療連携
eHealth

環境・資源

大気汚染センサー

下水センサー

分散発電・スマー
トグリッド

教育・文化

遠隔教育

療育支援アプリ

EduTech全般

防災・減災

防災センサー＆
アプリ

感染症情報アプ
リ＆アラート

企業によるデータ利活用 信託（情報銀行） プラットフォーム協同組合 オープンデータ or 国による管理

加工・複合（含. 匿名）データの売買・トレーディング（セカンダリーマーケット）

「○○○らしさ」（アイデンティティ・地域特性・歴史的経緯等）を踏まえ、重視する価値 （地域の社会契約）

地域分散型スマート
シティ（デジタル
田園都市構想等）

環境重視型の社会ｲﾝﾌﾗ
（再生可能エネルギー・
グリーンインフラ等）

ソーシャルディスタンス
確保可能な街・ｵﾌｨｽづくり
（ｳｫｰｶﾌﾞﾙｼﾃｨ、路上ﾃﾗｽ等）

自然環境と都市（人間社会）との関係・境界の見直しと
生態系の再定義

循環経済実現のための
地域単位（広域行政）

（地域循環共生圏ﾓﾃﾞﾙ等）

循環経済や植樹活動等を通じた自然環境・生態の回復活動
（Regeneration)

感染症対応に適した社会ｲﾝﾌﾗ
（検査、病院/病床、感染ｱﾗｰﾄ、

Medihotel、下水検査等）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻﾌﾟﾗｲ
ﾁｪｰﾝの見直し

（自給自足化）

規 制 改 革 ＋ 意 識 改 革

企業コンソーシアム

雇用 移動 買物
食糧

居住
空間

公共
空間

自然
環境

地域

がり

地域
つな
がり

子育

教育

子育
義務
教育

高等
教育

安全
安心

医療
健康

介護
福祉

全国
共通

都市
固有

（全国共通のLiveable Well-Being City指標に加えて、各都市が独自に設定するKPI)

…
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（ご参考）基礎自治体レベルのデータ（総合指標・カテゴリー別指標）を無料公開

都道府県 市区町村 総合
居住環境 公共空間 安全安心 自然環境 移動 買い物 医療健康 介護福祉

子育て義

務教育 高等教育

地域との

つながり 雇用

広島県 福山市 51.6 56.1 47.5 51.3 52.4 49.4 49.8 51.6 53.2 53.0 49.9 50.9 54.5

広島県 東広島市 49.0 53.3 31.6 51.0 48.0 46.6 42.6 47.0 57.1 48.3 53.7 51.2 58.0

広島県 廿日市市 52.2 54.8 54.7 53.4 57.8 49.8 49.2 51.8 57.8 48.7 53.6 41.3 53.0

山口県 下関市 49.4 55.2 44.2 45.6 51.0 48.5 48.0 50.2 52.6 51.4 54.2 41.7 50.4

山口県 宇部市 49.2 56.5 46.0 44.8 52.4 50.7 48.7 49.9 45.0 49.5 51.2 45.4 50.7

山口県 山口市 48.4 55.5 38.1 45.8 49.2 46.8 46.0 47.8 49.5 49.7 52.1 44.6 55.9

山口県 防府市 49.1 56.5 39.3 50.4 53.9 47.9 46.6 46.4 51.8 50.4 46.6 46.6 53.2

山口県 岩国市 50.9 57.6 47.9 46.2 57.9 50.3 45.9 50.6 49.9 54.4 53.5 41.5 54.9

山口県 周南市 50.2 56.2 45.5 36.7 56.9 50.5 47.0 49.9 55.8 53.1 52.6 42.6 55.8

徳島県 徳島市 50.5 52.8 41.5 44.4 48.4 49.8 53.9 54.7 60.0 50.9 51.3 46.4 52.2

香川県 高松市 49.1 53.5 42.3 40.3 48.8 50.9 51.9 53.1 51.2 49.1 47.7 47.2 52.7

香川県 丸亀市 47.9 57.7 32.5 41.8 42.9 44.0 49.6 52.4 55.7 50.3 50.3 46.4 51.9

愛媛県 松山市 50.3 50.7 53.9 48.4 51.6 51.4 52.5 54.2 51.4 47.4 46.4 47.0 48.3

愛媛県 今治市 48.9 59.7 43.3 41.6 47.9 47.5 49.3 47.1 55.9 49.9 53.0 42.7 48.9

愛媛県 新居浜市 50.3 56.6 31.0 47.4 57.1 48.3 52.5 53.8 54.4 52.1 49.9 45.0 55.1

愛媛県 西条市 49.8 59.4 40.6 46.6 45.1 44.6 44.6 49.5 61.1 52.8 52.0 48.2 52.7

高知県 高知市 50.0 50.8 52.1 43.3 55.0 51.7 54.8 53.6 49.7 50.5 49.7 41.2 48.3

福岡県 北九州市 50.5 51.4 61.9 45.2 52.3 51.9 53.1 54.5 52.0 52.1 49.0 42.1 40.9

福岡県 福岡市 49.3 43.4 55.7 48.2 52.5 51.8 53.4 51.3 48.3 48.3 45.8 47.8 45.0

福岡県 大牟田市 49.9 56.0 49.7 44.0 49.1 50.6 53.3 56.8 56.4 53.1 48.8 41.4 40.2

都道府県 市区町村 総合
居住環境 公共空間 安全安心 自然環境 移動 買い物 医療健康 介護福祉

子育て義

務教育 高等教育

地域との

つながり 雇用

広島県 福山市 51.6 56.1 47.5 51.3 52.4 49.4 49.8 51.6 53.2 53.0 49.9 50.9 54.5

広島県 東広島市 49.0 53.3 31.6 51.0 48.0 46.6 42.6 47.0 57.1 48.3 53.7 51.2 58.0

広島県 廿日市市 52.2 54.8 54.7 53.4 57.8 49.8 49.2 51.8 57.8 48.7 53.6 41.3 53.0

山口県 下関市 49.4 55.2 44.2 45.6 51.0 48.5 48.0 50.2 52.6 51.4 54.2 41.7 50.4

山口県 宇部市 49.2 56.5 46.0 44.8 52.4 50.7 48.7 49.9 45.0 49.5 51.2 45.4 50.7

山口県 山口市 48.4 55.5 38.1 45.8 49.2 46.8 46.0 47.8 49.5 49.7 52.1 44.6 55.9

山口県 防府市 49.1 56.5 39.3 50.4 53.9 47.9 46.6 46.4 51.8 50.4 46.6 46.6 53.2

山口県 岩国市 50.9 57.6 47.9 46.2 57.9 50.3 45.9 50.6 49.9 54.4 53.5 41.5 54.9

山口県 周南市 50.2 56.2 45.5 36.7 56.9 50.5 47.0 49.9 55.8 53.1 52.6 42.6 55.8

徳島県 徳島市 50.5 52.8 41.5 44.4 48.4 49.8 53.9 54.7 60.0 50.9 51.3 46.4 52.2

香川県 高松市 49.1 53.5 42.3 40.3 48.8 50.9 51.9 53.1 51.2 49.1 47.7 47.2 52.7

香川県 丸亀市 47.9 57.7 32.5 41.8 42.9 44.0 49.6 52.4 55.7 50.3 50.3 46.4 51.9

愛媛県 松山市 50.3 50.7 53.9 48.4 51.6 51.4 52.5 54.2 51.4 47.4 46.4 47.0 48.3

愛媛県 今治市 48.9 59.7 43.3 41.6 47.9 47.5 49.3 47.1 55.9 49.9 53.0 42.7 48.9

愛媛県 新居浜市 50.3 56.6 31.0 47.4 57.1 48.3 52.5 53.8 54.4 52.1 49.9 45.0 55.1

愛媛県 西条市 49.8 59.4 40.6 46.6 45.1 44.6 44.6 49.5 61.1 52.8 52.0 48.2 52.7

高知県 高知市 50.0 50.8 52.1 43.3 55.0 51.7 54.8 53.6 49.7 50.5 49.7 41.2 48.3

福岡県 北九州市 50.5 51.4 61.9 45.2 52.3 51.9 53.1 54.5 52.0 52.1 49.0 42.1 40.9

福岡県 福岡市 49.3 43.4 55.7 48.2 52.5 51.8 53.4 51.3 48.3 48.3 45.8 47.8 45.0

福岡県 大牟田市 49.9 56.0 49.7 44.0 49.1 50.6 53.3 56.8 56.4 53.1 48.8 41.4 40.2
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Liveable Well-Being City指標 ~ 都市の特性に着眼した学びあい機会の創出

オープンデータ（客観）
アンケート（主観）

• 6つのグループの仮説を構築。偏差値を平均し平均像を分析した
• 東京23区が最も”尖った”都市像。ベッドタウン型などの郊外都市はバランスが良い。

学校が充実しているが地価が非常に高い
等尖った特徴を持つ。自然環境や医療、
介護福祉の面で主観と客観の相関性低い。

東京23区平均

各地方ブロックの中心都市。公園が充実し
ている。雇用や自然環境、移動、地域との
つながりの面で主観と客観の相関性が低い

観光地として有名な都市のグループ。公園
や周辺環境が豊か。雇用や地域とのつなが
り、自然環境で主観と客観の相関性が低い。

凡例

大都市型平均 観光都市型平均

周辺自治体のリーダーとして独自の都市圏
を築いている都市。地価は安い。公園や治
安、交通事故、雇用の面で主観と客観の相
関性が低い。

都市圏リーダー型

地価がやや高いが全体としてバランス
が良い。一方、多くの分野で主観と客
観の間の相関性がやや低く、特に公園
や自然環境、雇用で顕著に低い。

ベッドタウン型 R&D・産業都市型

周辺随一の工業地帯か、研究大学を有する
都市。バランスが良いという主観的評価を
得ているが、公園や学校整備、医療資源の
面で主観と客観の相関性が低い。

客観：51.6
主観：54.8

客観：49.8
主観：54.6

客観：50.6
主観：53.9

客観：50.3
主観：52.7

客観：49.6
主観：53.1

客観：50.3
主観：53.6

買物・食糧 買物・食糧 買物・食糧

買物・食糧
買物・食糧

買物・食糧
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大都市型: 政令市の中でも大型の都市。地価がやや高いが23区よりはバランスが良い

都市公園が良く整備されている一方、地価が高く、核家族世帯や高齢単身世帯の比率も高い。完全失業率も
やや高めであるため、生活コスト・リスクが相対的に高いことが示唆される。

オープンデータ（客観）
アンケート（主観）

医療施設や各種公共施設が充実しているが、まちの静かさや自然環境の点で厳しい評価を受けている。東京
23区とは異なり、雇用について完全失業率や非正規雇用比率の高さと住民の実感が著しく乖離している。

客観

主観

客観：49.8
主観：54.6

大都市型平均

平均像
偏差値 総合 居住環境公共空間安全安心自然環境 移動

買物・
食糧

客観 49.8 42.3 59.2 47.7 51.7 51.7 53.2
主観 54.6 43.1 50.7 51.6 37.9 62.1 57.6
主観-客観 4.8 0.8 -8.5 3.9 -13.7 10.4 4.3

平均像
偏差値 医療健康 介護福祉

子育て
義務教育 高等教育

地域との
つながり 雇用

客観 50.9 49.3 51.4 50.0 44.3 45.5
主観 59.7 56.6 55.9 57.7 58.5 63.4
主観-客観 8.8 7.3 4.5 7.8 14.2 17.9

客観：49.9
主観：53.5

客観：50.3
主観：53.3

客観：48.0
主観：52.6

客観：50.5
主観：55.9

買物・食糧

買物・食糧

買物・食糧

買物・食糧買物・食糧
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居住環境
公共空間

安全安心

移動

買物・食糧
医療健康介護福祉

子育て義務教育

高等教育

地域とのつながり

雇用

自然環境

神戸市

居住環境 公共空間

安全安心

自然環境

移動

買物・食糧

医療健康介護福祉
子育て義務教育

高等教育

地域とのつながり

雇用

都
市
概
要

人口 約154万人 高齢化率 約27%

可住地人口密度 4,636人/km2 昼夜間人口比率 102%

都市の特徴・
周辺地域との関わり

兵庫県南部の県庁所在地。人口は全国7番目で県内最大。海と山が迫る日本を代表す
る港町、経済都市である。東京と九州の中間地点で空港や新幹線の駅を有し、明石海
峡大橋で淡路島や四国にも通じる交通の要衝である。ユネスコのデザイン都市に認定。

総合計画基本構想
将来都市像

人間性豊かな“市民の暮らし”とその基盤となる“都市の魅力と活力”を，市民が主体と
なって創造していく「世界とふれあう市民創造都市」

スマートシティ施策 安全安心・移動・医療健康・介護福祉・雇用

徒歩圏に公園や商業施設、医療施設、福祉施設が多くWalkable 
なまちづくりがなされている。一方、通勤時間が⾧く、完全失業
率等雇用環境がやや悪い。

交通の便や繁華街へのアクセスが良く、応援できる文化・スポー
ツ団体があり、まちに愛着がある人の割合が多いため、地域との
つながりが強い傾向。一方、物価が高い面もある。

客観：50.5
主観：55.9

オープンデータ（客観） アンケート（主観）
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神戸市実施アンケート（神戸2025ビジョン策定に向けたアンケート）
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コロナ共存時代は、生命・健康、分散・非接触、循環経済・広域行政等がニューノーマル

Well-Being（しあわせ実感）の向上Well-Being（しあわせ実感）の向上

市場主導市場主導 政府・自治体主導政府・自治体主導コミュニティ主導コミュニティ主導
人・
社
会

デ
ジ
タ
ル

社
会

資
本

自
然

資
本

電子政府

電子認証
電子署名
電子調達
電子申請
電子投票
GovTech全般

交通・物流

自動運転・配送

混雑予想アプリ

車内感染ｱﾗｰﾄ

製造

コネクテッド・
インダストリー

スマートファクト
リー

金融・決済

キャッシュレス
（非接触型）

デジタル通貨

地域通貨

観光

免疫証明パス

混雑予想アプリ

体温センサー

農林水産

スマートアグリ

農業用ロボット

ドローン農業

医療・福祉

遠隔診断
電子処方箋
電子ｶﾙﾃ/PHR
AI診断
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ医療連携
eHealth

環境・資源

大気汚染センサー

下水センサー

分散発電・スマー
トグリッド

教育・文化

遠隔教育

療育支援アプリ

EduTech全般

防災・減災

防災センサー＆
アプリ

感染症情報アプ
リ＆アラート

企業によるデータ利活用 信託（情報銀行） プラットフォーム協同組合 オープンデータ ・ 公共による管理

加工・複合（含. 匿名）データの売買・トレーディング（セカンダリーマーケット）

「○○○らしさ」（アイデンティティ・地域特性・歴史的経緯等）を踏まえ、重視する価値 （地域の社会契約）

イノベーション 雇用・収入 社会的包摂 安全・安心 行政効率政治参加教育・文化地産地消

• 新テクノロジー
• 新ビジネスモデル
• スタートアップ
• リビングラボ

• テレワーク
• 兼業・副業
• 産業・企業誘致
• リカーレント教育

• 自給自足率向上
• 地域産業育成
• 一次産業育成
• 商店街・商工会

• 高齢者、若者
• 障碍者、健常者
• 居住者、訪問者
• 外国人・留学生

• 児童・幼児保育
• 地域文化・伝統
• コミュニティ活動
• 文化財・環境保全

• 気候変動
• 感染症
• 地震・津波
• 犯罪・事故

• 地域の自治
• 若者の投票率
• オンライン投票
• オンライン議会

• ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｧｰｽﾄ
• ワンスオンリー
• ワンストップ
• 規制改革

健康

• 生活習慣病
• こころの健康
• 医療アクセス
• 食料アクセス

移動

• 公共交通
アクセス

• 渋滞問題
• ｲﾝﾌﾗ整備

地域分散型スマート
シティ（デジタル
田園都市構想等）

環境重視型の社会ｲﾝﾌﾗ
（再生可能エネルギー・
グリーンインフラ等）

ソーシャルディスタンス
確保可能な街・ｵﾌｨｽづくり
（ｳｫｰｶﾌﾞﾙｼﾃｨ、路上ﾃﾗｽ等）

自然環境と都市（人間社会）との関係・境界の見直しと
生態系の再定義

循環経済実現のための
地域単位（広域行政）

（地域循環共生圏ﾓﾃﾞﾙ等）

循環経済や植樹活動等を通じた自然環境・生態の回復活動
（Regeneration)

感染症対応に適した社会ｲﾝﾌﾗ
（検査、病院/病床、感染ｱﾗｰﾄ、

Medihotel、下水検査等）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻﾌﾟﾗｲ
ﾁｪｰﾝの見直し

（自給自足化）

規 制 改 革 ＋ 意 識 改 革

企業コンソーシアム

⑥雇用の回復
働き方改革

②地域への分散
ソーシャルディスタンスの確保

③生活圏・経済圏ベースの
スマート化・レジリエンス強化

④行政のデジタル化
生命・健康の維持

⑤デジタルディバイト
による格差の回避

①自然との共生
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③国際競争力重視の
スマートシティ領域

地域のスマートシティを「生命・健康」と「市民参加・地方自治」に結びつけることができるか?

Well-Being（しあわせ実感）の向上Well-Being（しあわせ実感）の向上

“三方よし”

②生命・健康重視の
スマートシティ領域

①利便性・効率性重視の
スマートシティ領域

④市民参加・地方自治重視の
スマートシティ領域

（マズローの段階欲求説）
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エビデンス 固有指標 固有指標 アウトプット

リバビリティ 客観 主観 主観/客観 課題の抽出 政策実行 効果の評価 主観/客観 客観 主観 リバビリティ

総合指標 総合指標

居住環境 居住環境

公共空間 公共空間

安全安心 追加設定 追加設定 安全安心

自然環境 自然環境

移動 追加設定 追加設定 移動

買物・食糧 買物・食糧

医療健康 追加設定 追加設定 医療健康

介護福祉 介護福祉

子育て・義務教育 子育て・義務教育

高等教育 高等教育

地域とのつながり 追加設定 追加設定 地域とのつながり

雇用 雇用

共通指標 共通指標

スマートシティ政策

インプット・アクティビティ

幸福度の指標 幸福度の指標

ロジックモデル ~ 広義と協議のダブルループのEBPMサイクルから構成される

広義のEBPM（幸福度の改善）

狭義EBPM
（個別政策の効果）
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自治体がスマートシティ推進上の直面する最大の課題は、①ビジネスモデル・マネタイズ、
②市民参加・合意形成、③アーキテクトの発掘・任命 2020年12月1日現在

(n=82自治体）

（一般社団法人スマートシティ・インスティテュート実施調査）
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まとめ

 世界のスマートシティの特徴 ・・・ 4つの代表的なモデル

⇒ 社会観の大切さ、異なるモデルのどの部分を参考にするかを見極める

バルセロナのスマートシティ ・・・ 都市生態学的アプローチ

⇒ 都市生態系、内から外へのベクトルで市民中心的な街づくり、データより知恵

 エストニアのデジタルガバメント ・・・ デジタル戦略のパッケージ化

⇒ 相互補完性のある要素を巧みに組み合わせたパッケージ戦略。縦割りは回避

 アムステルダムのスマートシティ ・・・ サーキュラーエコノミー都市

⇒ 地球環境の限界を前提に新たなイノベーション、そしてそれをCivic Prideに

 日本版Liveable & Well-Being Cityの指標の活用から考える

⇒ データに基づき、神戸市の特性を磨いて、「住みやすさ」や「幸福度」の実現へ。
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本資料は、信頼できると思われる各種オープンデータ等に基づいて作成されていますが、当法人はその正確性、完全性を保証す
るものではありません

本資料に基づくご利用者様の決定、行為、及びその結果について、当法人は一切の責任を負いません。ご利用にあたっては、ご
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